
平成 28年 4月度 柏尾町内会 臨時役員会議題

作成 総務部 齋藤
日 時 : 平成 28年 4月 10日 (日)午 後 7時～9時

場 所 : 柏尾町内会館 2階大会議室
議 題 :(司会進行 : 天本副会長)
1. 柏尾地区連合町内会広報部会報告 : なし

2. 柏尾町内会関連議題について
(1)柏尾町内会 H28年 度総会に向けての準備、日程について

①議案審議 : 表紙、議事次第、H27年度事業報告、「柏尾の 1∞ 年史」編纂委員会
報告、H28年度基本方針案 。事業計画案

②議案審議 : H27年度収支決算報告、会計監査報告、日28年度予算案

③議案審議 : 会則改定案、組織体制図、役員名簿

④スケジュァル : 4/11議案閲覧(会館)、 4/17議案印刷、4/24定期総会
*議案印刷の担当者確認 → 10時コミハウス
*出欠票の集計 → 4/19～ 総務部

⑤大会役員確認 (敬称略): 司会進行/江橋賢治、資格審査/船丼淳仁、議長/福丼肇
書記/内島弘美、議事運営/3名→ 要確認
受付/太田慶子、ノヽ幡まどか、西依由香、録音/鈴木敦信、撮影/高島勝
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3。  その他報告事項
(1)丁 ∨K(テレビ神奈川)の柏尾町内会の取材と放映予定について
4月 12日 (火) 12時 ～13時 30分  「猫のひたいほどワイド」にて

4. 配布物 (回覧/ポスター)について
(1)連合町内会「防災マニュアル」及び「会員証」の配布について

(2)防犯かながわ

(3)柏尾町内会ホームページ・りニューアルのご案内

5.  懇 談                                       ∨2.0
以上

参考反 /4′ :



< 平成 28年度 > 20プδ

柏尾町内会 定期総会議案書
開催日時 : 平成28年4月24日 (日 )  午後 1時～ 3時

開催場所 : 柏 尾 町 内 会 館

一般会員 : 1,004世帯    1,365名

組 数 :  103組

特別会員 : 14事 業所 (順不同)

株式会社 ブ リヂ ス トン 横浜工場

山 崎 製 バ ン 株 式 会 社 横浜第一工場

ポーラ化成工業株式会社 横浜研究所

森 紙 業 株 式 会 社  関東事業所

長 沼 紙 器 印 刷 株 式 会 社

合 資 会 社 柏 屋 商 店

有 限 会 社 戸 塚 昇 光 社

有限会社 江 橋 住 宅 総 合 サ ー ビ ス

ア マ カ ン パ ニ ー

そ ば 処 や S忠

社会福祉法人 豊会 柏尾スマイル保育園

の び の び 学 童 保 育 所

有 限 会 社 工 藤 紙 業

グループホームひかり横浜戸塚



平成 28年度 柏尾町内会定期総会 議事次第 (案 )

1司 会 進 行

2開 会 の こ と ば

3会 長 あ い さ つ

4 総会開催に関する資格審査報告
5議 長 任 命、 書 記 指 名

6 平成27年度 事 業 報 告

(1)第 一 部 会 報 告

(2)第 二 部 会 報 告

(3)第 三 部 会 報 告

4)__会 館 運 営 委 員 会 報―告―___

(5)「柏尾の100年史」編纂委員会報告

7 平成27年度 収 支 決 算 報 告

8 平成27年度 会 計 監 査 報 告

質 疑 応 答、 採 決
9 平成28年度 役 員 の 提 案

質 疑 応 答、 採 決
10 平成28年度 事 業 方 針 案 提 案
11 柏尾町内会費の値上 |ずに関する提案
12 平成28年度 収 支 予 算 案 提 案

13

14

15
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江橋青年会長

皆川副会長

齋藤 (純)会長

船丼副総務

齋藤 (純)会長

皆川副会長

天本副会長

澁谷副会長

小宮委員長一タニ々 狂

齋藤 (純)委員長

中嶋会計

高島監事

小山推薦委員長

新会長

新会長

新会計

新会長

新副会長

懇 親 会



1. 平成27年度も第一、第二、第二部会を中心とした活動が町内会全体の各種事業を強力に牽ヨ|しまし
た。担当副会長 (部会長)の指導の下、それぞれの部門が協力し、各行事毎に会含を開き、事前の準
備・打含せを行い事業を運営してきました。 (各部会報告参照)

地域で開催される各種行事については、第一部会が中心となつて準備、運営を行い、婦人部、子ども

会、青年会の協力の下、ヨ|き続き大きな成果を挙げることが出来ました。

平成25年度から活動を開始した「インディアカクラブ」は若い世代を中心に弓|き続き活発な活動を
展開し、11月に柏尾町単独での第2回大会を開く事が出来ました。

第二部会は「ソフト面」での組織強化という役割を担つていますが、平成23年秋からスタートした
「柏尾ぶらリサロン」は毎回多くの参加者があり、グス トスピーカーの貴重な講演を聞き、その後

和やかに歓談するというスタイルが浸透し、既に50回を超える開催となりました。

第三部会では平成24年8月から「災害対策ネットワーク登録」を行い、ヨ|き続いて更新活動も行つて
います。また並行して「防災マニュアル」作りのプロジェクトを立ち上げ、発災時の行動基準を明確に

し減災に努めるべく、今夏マニュアルの全戸配布を行う予定です。

昨年10月 に行つた連含町内会の拠点防災訓練では、4名の正副防災リーダーを中lbに97名の会員が
参加し各種訓練を実施しました。併せて、災害時の安否確認を目的に「無事ですカード」掲出活動を

行い約46%の実績を挙げる事が出来ましたが、一層の活用が必要と日われます。

「消防団器具置場」の移設は、土地の専用許可を取り付け、横浜市の移設予算を確保する事が出来、

平成28年 5月完成を予定しています。また、これに併設する形で災害時の備蓄品を蓄えるための「防災
備畜倉庫建設」のためのプロジェクトが基本的検討を終え、平成28年度に向け具体的な建設への一歩を
踏み出す時期に来ております。

新規居住者への町内会カロ入の働きかけを継続的に行つた結果、平成27年度は1年間で28世帯の
会員増という成果を挙げることができました。

この結果、103組、 1,004世帯という4桁の会員世帯を有する大きな町内会組織へ到達するという
歴史に残る年となりました。
この組織を支える為には、日常的に負荷の高い評議員への支援体制づくりを急ぎ、更には評議員の

若返りを図る時期に来ている地区での、輪番制等選出方法の見直しが早急に求められています。

「柏尾の100年史」第2期版の編纂は、上柏尾町の委員も新たに加え精力的に活lllを展開した結果、
平成27年5月 24日 に田雑戸塚区長を始め200名以上の関係者が出席する盛大な記念誌発表会を行う事
が出来ました。 (別紙報告書参照)

平成26年に開設した柏尾町内会ホームページはHP作成委員会の独自運営方式に変更したことで
会員への情報提供や町内会の紹介等に迅速な対応事が出来るようになり、アクセス数も安定し重要な

情報伝達ツールとして定着してきています。
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「柏尾の 1∞ 年史」第 2期版 編纂委員会報告 (平成 27年度)
1. 第 2期編纂委員会の目的
平成 24年 3月に第 1期調査の結果を「柏尾の 1∞ 年史」としてまとめ記念誌を発表した
が、引き続き隣町である上柏尾町の歴史を含めた幅広い調査を行い、平成 27年 5月末に第 2
期版記念誌発刊を目指して、新委員を含めた 20名の委員で編纂を行つた。
2. 第 2期編纂委員会のテーマ
(1)柏尾町と兄弟組織である「上柏尾町」の歴史について調査・発表する。

(2)昔の自然環境や生活、子どもの遊びなどを調査し資料化する。

(3)第 1期の調査で深めきれなかつたテーマ (鎌倉ハム、戦争体験談)を更に掘り下げる。
(41柏尾小学校に「柏尾の歴史資料室」を設置し、関連資料の展示保管を行う。

3. 第 2期編纂委員会の活動報告 (H27年度)
(1)第 2期版は、第 1章「上柏尾の歴史」から第 6章「地域を支える活動の紹介」まで 140
頁を超えるボリユームとなり、地域の歴史を次世代へ伝える重要な資料として仕上げる

ことが出来た。また別冊で「歴史シリーズ かみかしお」の復刻も行う事が出来た。
(2)この記念誌は、3,OOO部を印刷し、上柏尾町内会、柏尾町内会、柏尾台自治会での全戸
無料配布、柏尾小学校への寄贈 150部の他、連合町内会での回覧、地域事業所、行政ヘ
の寄贈等を行った。

(3)記念誌の発表会は5月 24日柏尾小学校体育館にて田雑戸塚区長はじめ関係者約2∞名
の出席で盛大に行う事が出来た。

(4)こうして当初の目的を果たした編纂事業であるが、現在「旧川上地区の 1∞ 年史構想」
が企画されており、その動向を見た上で今後の方向性を決定したい。

4. 編纂委員会収支報告
< 参考資料 >      (会 計年度 : H27年 4月 1日～H28年 3月 31日 )

(単位 :円 )

収 入 の 部 支 出 の 部

項  目 金 額 項  目 金 額

前年度繰越金

記念誌発表会祝金

記念誌発表会懇談会会費

柏尾町内会助成金

上柏尾町内会助成金

連合町内会助成金

記念誌販売代金 (柏尾台他)

有志寄付金

1,134516
449,OOO
242,000
1(X>OOO
l(X2000
3QOOO
154,800
9,220

記念言志印刷代金 (3千部)

資料作成費

事務用品費

通信費

記念誌発表会懇談会費用

記念誌発表会式典備品費

記念誌発表会会場設営費

寄稿者・資料提供者謝礼

編纂委員会慰労会補助金

会議費

次年度繰越金

1,240,920

73,686
1,986

16,704
286,840
25,725
30,OOO
96,OOO
60,000
7,150
380,525

合 計 2,219,536 合 計 2,219,536

平成 28年 3月 31日
「柏尾の 1∞ 年史」編纂委員会  委員長

会 計  船丼      計監査 瀬野尾 1直
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私たち柏尾町内会は、近隣相互の親睦を目的に、地域諸団体と連携しながら、安心 0安全な
町づ<りに努めます。特に本年度の重点方針として以下の 10点を提案いたします。
毎月の役員会開催に当り、事前に担当部会を開き、方針の徹底と意見の集約を行います。
また会員相互の情報交換を密にすべ<、 電子メールを活用し、柏尾町内会ホームページの充実、
アクセス数向上を図ります。 (継続)

町内会組織の強化をヨ|き続き行い、その根幹となる組長、評議員の意見集約をおこなうために、
評議員 0組長会議を適宜開催し、また評議員輪番制度の導入等、選出方法の見直しを早急に行う
必要があります。

引き続き、町内会未加入者及び新規居住者への積極的な加入働きかけを行い、全住民参加型運営を
目指します。1,000世帯を超える地域自治を担当する組織としてその体制強イヒを図り、有為な
若手指導層の育成に努めます。その為にも、本年「組織検討委員会 (仮称)」 を立ち上げ、今後の
数世代を生き抜ける組織改革・運営の見直しを図りたいと思います。

登下校時の児童の安全を守る為、本年4月より「柏尾町学援隊」の活動が本格的に始動します。
更に、安心・安全な地域づくりの為、引き続き防犯部を中心としたF73犯パトロールを実施・強イじします。

第三音[会と民生児童委員が中心となつて立ち上げた「災害対策ネットワークチーム」の活動を更に
継続発展させ、また「無事ですカード」の用途を周知徹底し掲出率の向上を図ります。 (目標60%)
横浜市に移設を要望していた「消防器具置場」が本年5月に完成しますが、併せて地域の力で
「防災備蓄庫」建設を推進します。
また、昨年度連合町内会が作成した「防災マニュアル」「連合町内会会員証」を活用し、更に
発災時の行動基準を明確イじした柏尾町独自のマニュアルも作成・配布し防災・減災活動を強イじします。

資源循環局と連携し地域内のごみ不法投棄への対応を図り、更にごみ排出の削減に努めます。
ヨ|き続きごみ集積場所の整備を進め、収集のルール強イしを図ります。 (継続)

青年会を中心に、スポーツ活動や各種行事を通して次世代を担う青年層の更なる結集、育成強イヒを
図ります。その一環として、昨年に引き続き「第3回柏尾町インディアカ大会」を開催します。

柏尾町内会館の設備 0什器の整備を引き続き行います。
金融機関からの借り入れについては早い時期の完済を目指し諸経費の削減に努めます。 (継続)

ボーラ化成工業殿から土地を借用し、追分不動尊周辺の環境整備を行います。 (継続)

上記諸施策を実施するためには財政的強イしが必須であり、町内会費の値上げにご協力をお願いします。



柏 尾 町 内 会 会 則 (改定案 )

第1章      名 称
第1条   1 本会は柏尾町内会と称す。
2会の区域は、以下の通りとする。
戸塚区柏尾町1番地から756番地まで、 758番地から803番地まで、 805番地から
814番地まで、 815番地の一部、 816番地から1,129番地まで、 1,131番 地から1,139番地
まで、 1,141番地から1,155番地まで、 1,157番地から1,350番地まで、 1,352番地の一部、
1,353番地から1,380番地まで、 11381番地の一部及び1,382番地から1,410番地まで
並びに上柏尾町206番地、 210番地の一部の区域。

第2章         事務所
第2条    本会の事務所を 横浜市戸塚区柏尾町1218番地の2柏尾町内会館に置く。

第3章         組織及び目的
第3条   1 本会の会員は第1条2項に定める区域に住所を有する個人とし、正当な理由がなければ

加入を拒むことはできない。また、退会は自由とする。
2本会の活動を賛助する法人及び団体は特別会員となることができる。
3本会は、以下に掲げる地域的な共同活動を行うことにより、町内の福利増進並びに親睦を
図ることを目的とする。
(1)回覧板の回付等区域内の住民相互の連絡
(2)美化・清掃等区域内の環境の整備
(3)集会施設の維持管理
(4)区域内で催す各種親睦行事の開催と運営

第4章         役員及び任期
第4条    本会に次の役員を置 <。

(1)会長  1名      (2)冨 J会長  3名
(3)会計  2名      (4)監 事  2名
(5)評議員 若干名    (6)組 長 若干名

第5条    会長は本会に顧問及び相談役を委嘱することができる。
第6条    役員の任期は原則として2ヶ年とし、補欠により就任した者は前任者の残存期間

とし、再任を妨げない。
第7条   1 役員は総て投票又は推薦により定める。
2会長、副会長、会計及び監事は総会において選任する。

第5章         任 務
第8条    会長は本会を代表する。
第9条    副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。
第10条   会計は本会の会計を掌る。
第11条   監事は次に掲げる業務を行う。

(1)本会の会計及び資産の状況を監査すること。
(2)会長、副会長及びその他の役員の業務執行の状況を監査すること。
(3)会計及び資産の状況または業務執行について不整の事実を発見したときは、
これを総会に報告すること。

第12条   評議員は受持組を代行し連絡協調を計る。
第13条   組長はその地域 (組 )毎の連絡、会費の徴収を行う。

第6章         会 議
第14条   会議の種別は次のとおりとする。

(1)総会  (2)臨 時総会  (3)評 議員会  (4)役 員会
第15条  1 総会は毎年 1回会長が招集する。
2総会を招集するときは、会議の目的たる事項及びその内容並びに日時及び場所を
示して、開催の日の5日前までに文書をもって通知しなければならない。
3議長は、その総会において出席した会員の中から選出する。
4総会で行う議事は次の事項とする。
(1)事業案の審議及び承認     (2)役 員の選任
(3)予算の審議、及び決算の承認  (4)会 則の変更
(5)その他、会の運営上必要な事項
5総会の開催は、会員の過半数の出席をもって成立する。ただし、止むを得ない場合は、
委任状をもって出席にかえる事ができる。
6会員は、総会において、各々1個の表決権を有する。
7総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長がこれを決定する。
8役員が会則に違反し、あるいは本会の体面を汚す行為があつたときは、総会の議決に
より解任することができる。

第16条   臨時総会は役員会の要請がある時、又は会員の3分の1以上の要求があつた時、会長が
招集する。

第17条   評議員会は随時開催し、各種の事項を協議する。
第18条  1 役員会は会長が必要ありと認めたるとき招集する。
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2役員会は、次の役員をもって構成する。
(1)会長  (2)副 会長  (3)会 計  (4)相 談役及び顧問
(5)評議員 (6)第 21条で規定する各部の代表  (7)地 域推薦団体代表
(8)子供会代表 (9)柏和会代表 (10)総会で承認された各種委員会代表
3役員会は構成員の過半数の出席をもって成立する。
4役員会の議長は役員の互選にて選出する。
5会議の議決は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の時は議長がこれを決する。

第7章         会 計
第19条  1 会費は一般会費・特別会費とし、総会においてその額を決定する。
2-般 会費は月額500円とする。
3会員は総会において定められた会費を納入しなければならない。
但し、同一世帯において、複数の会員が存する場合、代表者1名 の納入があれば、
他の会員の会費はこれを免除することが出来る。
4本会の資産は、次に掲げるものをもって構成する。
(1)別に定める財産目録記載の資産
(2)会費
(3)活動に伴う収入
(4)資産から生ずる果実
(5)その他の収入
5本会の資産は、会長が管理し、その方法は役員会の議決によりこれを定める。
6本会の資産に掲げるもののうち別に総会において定めるものを処分し、または担保に
供する場合には、総会において2分の1以上の議決を要する。

第20条   本会の会計年度は毎年4月 1日 から翌年3月 31日までとする。
第8章         事 業

第21条   本会の運営を円滑にするために次の8部を置き、各部長を会長が指名する。
総務部   事業推進部  保健活動部  防災部
防犯部   青少年部   婦人部   環境事業推進部

第22条   各部長は本会役員の兼任を妨げない。
第23条   各部長は、部員と共に会長の要請に応え各種事業の遂行に努める。

第9章         付 則
第24条  1 本会則は、総会の決議を経、かつ、横浜市戸塚区長の認可を受けなければ

変更することはできない。
2本会を解散する場合は、総会の3分の2以上の承諾を得なければならない。

第25条   本会の運営に関する細則は別途これを定める。
① 柏尾町内会館利用規約 (平成21年 4月 26日 定期総会にて承認)
② 資機材の購買に関する規定(平成21年7月 26日 役員会にて承認)
③ 役員選出規定 (平成22年 1月 24日 役員会にて承認)

第26条   本会則は昭和55年 4月 1日 より施行する。
平成14年4月 29日 一部改正。
平成19年4月 29日 一部改正。
平成20年 4月 27日 一部改定。
平成21年4月 26日 一部改定。
平成22年 4月 25日 一部改定。
平成28年 4月 24日 第 19条 2項 改定
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2016/04/24  総務部更新
∨1.4

１

２

３

スペースの関係で一部の部門名は省略表記してあります。

◎印は新任者です。

*印の役職は総会での承認が嚇要となります。

事務所 :

電 話 :

FAX:
e―mani

HP:

柏尾町内会館 (柏尾町1218番地の2)
045-821-9875
同 上
kashio― cnk@tbz.t― com.ne.ip

http://kashiocho.com/
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平成27年度収支決算報告書
位 :円

収 入 の 部

項目/年度 27年度予算   27年 度決算    差引額 備考

前年度繰越金 718,350 718.350 0

一 般 会 費 3,513,600 3,419,914 93,686950世 帯

特別会員費

地域活動推進費

防犯灯維持管理費補助金

315,000 315,000 014事業所
683,200         683,200 0 700円 ×976tL「帯

46,200 46,200 0 2,200円 ×21灯

広報配布金等

会館使用料

防災活動助成金

その他収入

225,000 231,000 △ 6,000

40,000           39,000            1,0001

156,160     156,160       0160円 ×976世帯

400.000 464,937 △64,937イ i 1.メ 24)∂
△
計 6,097,510 6,073,761 23,7491

運
　
営
　
費

項目/年度 27度予算   27年 度決算    差引額 備考

費

費

一費

．費

一金

他

議
一務

一件

一外
一担

万

．

一

　

一

　

一

　

一

会

一事

．人
一渉
一分
一そ

150,000     147,242      2,758総 会、役員会等
100,000     144,741    △ 44,741 消耗品、事務用品等
51,000     48,000      3,000評 議員への謝ネL
200,000     155,000     45,000会 長他活動費
679,000     678,320      680連 合町内会分担金
80,000           78,220            1,780

計 1,260,000 1,251,523 8,477

事

業

費

福利厚生費

保健活動費

婦 人 部 費

350,000     352,712     △ 2,712敬老祝賀会・柏和会
10,000 10,000 0活動補助費
200,000 200,000 0活動補助費

青少年部費 120,000'         120,000 0 .71ド折インディアカクラブ等lT動‖iリメセ

防 災 部 費 150,000 149,224 776活動補助費
防 犯 部 費

事業推進部費

50,000 50.000 0活動補助費
90,000 90,000 0活動補助費

子供会育成費 220,000 220,000 0活動補助費
環境事業推進部費

家庭防災員費

200,000 200,000 0活動補助費
40,000 40,000 0活動補助費

消費生活推進費

民生児童委員活動費

0 0 0

50,000 50,000 0活動補助費
慶 弔 費

レクリェーション費

防災対策費

150,000 一ｂ，

“ 000
民
υ
つ
ろ 000

300,000     276,130     23,870盆 踊り。レク大会
180 000 171,476 8,524防災用品等

会館運営委員会活動費 40.000 10,000 30,000活動補助費

柏尾100年史編纂事業費 100,000 100,000 0活動補助費
HP作成委員会活動費 140,000 46,040 93,960

そ  の  他 150,000 125 463 24,537

/」 計 2,540,000 2,236,045 303,955

(1)の計 3,800,000 3,487,5681         312,432



支 出 の 部 (2)

防
犯
灯
管
理
費

項目/年度 27年度予算   27年 度決算    差引額 備考

費

一費
Ｍ
一繕

Ｘ
り防
一修

90,000     76,267     13,73321灯 分電気料
30,000           27,400            2,600

新 設  費 50、 000 0 50,000

計 170,000 103,667 66,333

会
館
維
持
管
理
費

借入金返済額

市有地使用料

修 繕  費
保  険 料
水道光熱費

通  信  費
減価償去Π積立費

そ  の  他

650,000    647,100      2,900会 館建設借入金
50,000     46,560      3,440会 館用地使用料
50,000               0           50,000

150,000     144,420       5,580火 災保険+地震保険

170,000          157,277           12,723

120,000     98,266     21,734電 話料金等

500,000         500,000               0

200,000      157,597       42,403 白蟻駆除費、会館消耗品等
口十 1,890,000 1,751,220 138,780

(2)θD言十 2,060,000 1,854,887 205,113

(1)の計 +(2)の計 5,860,000 5,342,455 517,545

費

金越

備

蜘・年

予
一次

237,510

0

0

731,306

237,510

△ 731,306

支出総合計 6,097,510 6,073,761 23,749

次年度繰越金内訳

現 金 69,425  円

ゆうちょ銀行 191,492 円

三菱東京UF」銀行 406,794  円

横浜信用金庫 63,595  円
二
一
ロ 731,306  円

会 計 監 査 報 告

自 平成27年 4月 1日 至 平成28年3月 31日

平成27年度柏尾町内会収支決算について、現金、

すべて適正に処理されていたことを報告します。

平成28年 4月 9日

借入金元本残高

横浜信用金庫 1 2,391,600 円

盆踊り会計

残高   1  394,489 円

預金通帳、諸帳簿、証拠書により監査いたしましたところ、

島  勝

村 芳 雄

／
ｆ
ヽ

ヽ
　
　
′
Ｆ

一局
　
　
野

事

　

事

監

　

監

平成27年度末会館減価償却積立金残高

ゆうちょ銀行

26年度末残高 2,601,160  円

27年度積立金 500,000  円

受 取 利 子 566 円
27年度末残高 3,101,726 円



平成28年度予算 (案 )

収 入 の 部

項 目/年度 28年度予算 備 考

前年度繰越金 ０
０
ワ
ー 306

一 般 会 費 4,800,000 1,000戸 ×(300円 +500円 )× 6月

特 別 会 員 費 315,000 14事業所

地域活動推進費 700,000 1,000戸 ×700円

防犯灯維持管理費補助金 44.000 20灯 ×2.200円

広報配布金等 231 000 広報誌。議会だより

会 館 使 用 料 40,000

防災活動助成金 160,000 1,000戸 ×160円

そ の 他 収 入 400,000
`｀

ク少00

合  計 7,421,306

支 出 の 部 (1)

運
　
営
　
費

項目/年度 28年度予算 備考
△
ム 議 費 150,000 総会・役員会等

事  務  費 300,000 コピー機購入 (中古)、 消耗品等

人 件

一
一

一
争
一費渉 外

51,000

200,000

695,000

80,000

1評議員への謝ネL

I会長他活動費

「
蓮否両藤罹彰再豆蓼

~~~~~――分
一そ

担 金

の 他

/1ヽ 計 1,476,000

事
　
　
業
　
　
費

福 利 厚 生 費 360,000 敬老会。柏和会

保健活動部費 20,000 活動補助費

婦 人 部 費

青 少 年 部 費

200,000

120,000

活動補助費

活動補助費 (ィンディアカ大会含む)

防 災 部 費 150,000 活動補助費

防 犯 部 費 50,000

90,000

220,000

200,0001

活動補助費

活動補助費

活動補助費

活動補助費

事 業 推 進 費

子供会育成費

環境事業推進部費

家庭防災員費 40,000 活動補助費

消費生活推進費 0

民生児童委員活動費 50,000 活動補助費

慶  弔  費
レクリェーション費 盆踊り,レク大会

防 災 対 策 費 200,000

会館運営委員会活動費

柏尾 100年史編纂事業費 ――器洲
活動補助費

活動補助費
HP作成委員会活動費 活動補助費

掲示板修繕費他そ 他の

小  計 2,480,000

(1)の計 3,956,000



支 出 の 部 (2)

防
犯
灯
管
理
費

項目/年度 28年度予算 備考

80,000

30,000

20灯分電気料

新 設 費 50,000

小   計 160,000

会
館
維
持
管

理
費

借入金返済額 650,000 月々返済額

市有地使用料 50,000

修  繕  費 50,000

保 険 料 150,000 火災保険十地震保険

水 道 光 熱 費 170,000

通  信  費
減価償却積立費

120,000

500,000

そ  の  他 50,000

/Jヽ    計 1,740,000

(2)の計 1,900,000

(1)の計十(2)の計 5,856,000

防災備蓄庫関連積立 1,200,000

予  備  費 365,306

次年度繰越金 0

支出総合計 7,421,306



柏尾町内会 定期総会 御 中

平成 28年度 町内会役員候補の提案

平成 28年 4月 24日
推薦委員会 委員長 小山亮吉

【推薦委員会経緯】
1.推薦委員会準備会 (平成 27年 9月 27日 )
①齋籐会長より役員選出に関する提案が有り、推薦委員会の立ち上げ及び推薦委員とし
て委員長に小山氏、委員に賞本氏が役員会で承認される。
2.推薦委員会準備会 (平成 27年 10月 25日 )
①小山委員長より推薦委員の構成について提案が有り、全委員 9名が役員会にて承認さ
れる。
3.第一回推薦委員会 (平成 27年 11月 8日  9名 出席)
①役員公募の検討
②役員公募に平行して担当を決め、現役員に意向確認及び次期役員候補者の選定 。推薦
活動を開始する。
③現町内会組織の見直しについて検討する。
4.第二回推薦委員会 (平成 27年 11月 28日  8名 出席)
①各委員から推薦活動報告
②現町内会組織の見直しについて検討する。
5.第二回推薦委員会 (平成 27年 12月 27日  9名 出席)
①各委員からの推薦活動報告
②役員公募の確認 (平成 27年 1月 17日 の役員会で承認)
③現町内会組織の見直しについて検討する。
6.第四回推薦委員会 (平成 28年 2月 23日  8名 出席)
① l月 18日 から2月 20日 まで行つた役員の公募については、応募者が無かった事を
確認した。
②現在までの各委員の活動報告
。現役員への意向確認
。次期役員候補者の選定、推進活動
③現町内会組織の見直しについて検討する。
7.第五回推薦委員会 (平成 28年 2月 27日  7名 出席)
①現役員の確認結果報告
②後任役員選出・決定 (平成 28年 3月 20日 の役員会で承認)
8.第六回推薦委員会 (平成 28年 3月 26日  8名 出席)
①現町内会組織の見直しについて最終提案の検討
9.4月 度の臨時役員会 (4月 10日 開催)に 「組織活動検討委員会 (仮称)」 設置に関
する提案をし、承認される。

役員候補者 (敬称略 )
M 役  職 氏   名 備   考
1 会  長 齋藤純一 留任

2 副会長 栗原正文 新任

3 副会長 皆川 孝 留任

4 昌り会長 澁谷 進 留任

5 会  計 吉倉正満 留任

6 会  計 中嶋正美 留任

7 監  事 高島 勝 留任

8 監  事 野村芳雄 留任
。天 会長 を 4

以  上
退任 (14年間在任

1



柏尾町内会 会員各位

2014年4月に運営を開始した柏尾町内会ホームページ (以下HP)も、早や2年が経ちました。
最近は、HPを通じて町内会入会の問い合わせや、テレビ神奈川からの取材依頼などホームページを
通じて町内会を認矢□いただ<機会も増えております。

この4月末～5月頭 (GW中)にかけて、ホームページをりニューアルを予定しております。
切替中は、一時的にホームページが見れな<なることがありますので、ご承矢□おき下さい。

主な変更内容
OHP全体の構成、体裁の見直し (下図に先頭ページのイメージを表示)
0スマホに対応  (もちろんPCでの表示も
・町内会の行事風景などの写真アルバムの充実 (「活動アーカイブ」といいます。)
・操作説明書の追加 (ホームページの使い方を説明しています。 まずここを見て下さい。)

2016/4/10
HP作成委員会

各種検索
方法の説明

先頭ページ[ホーム]の一部 操作説明書の一部

”萌
朧
，
オ
ニ

活動アーカイプ (アルノヽム)⇒
※写真をスライド表示中

スマホでの表示例

スマホも
スライド

表示します


